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大内地区で取り組んでいる「地域の教科書」づくりの情報をお伝えします 

NO.20 

大内に残る伝統行事「盆踊り」に注目！ 

 

大内地区の皆さんにお話を伺っていると、どの世代においても地区の季節行事は特別な存在

のようです。その一つ「盆踊り」の時季が近づいてきました！お祭りを盛り上げる歌い手や笛 

・太鼓の伴奏者や、各地区の青年会の皆さんの準備も始まる頃でしょう。

それぞれに伝統を継ぐ大内 5 ヵ所の「盆踊り」。どんな魅力があるか、

巡ってみるのも面白いかもしれませんね。 

大内で開催される盆踊りのご紹介  

8/5（日）      

7 区:中平行政区 

場所：中平・神明広場 

38 年の歴史があり、青年会

のお囃子＆地元歌手の生歌で

踊ります。仮装や出店もあり

毎年盛り 

上がり  

ます。 

 
 

8 月中旬で検討中     

5 区:黒佐野･東福田･ 
岩城南平行政区 

場所：山村広場 

顔見知り＆多世代が集うアット

ホームな雰囲気が魅力です。 

子ども達 

が楽しめ 

る出店も 

あります。 

 

8/13（月）  

2 区:佐野行政区 

場所：佐野生活センター前広場 

歌い手＆笛・太鼓＆出店など、

全て自前で祭りを盛り上げ、 

抽選会後は、軍手や菓子などが

宙を舞う 

お楽しみ 

もありま 

す。 

8/14（火）   

3 区:空久保･上町行政区 

場所：大内保育所 

お馴染みの｢相馬盆唄｣の生唱

＆生演奏で踊り、3 世代で祭

りを楽しむ姿も見られます。 

出店や抽 

選会もあ 

ります。 

 

「盆踊り」はもともと、 

お盆に戻ってくる 

ご先祖様の霊を慰め 

供養するためのも 

のでしたが、今は 

踊って楽しむ娯楽的な意味

合いや、地域交流の一環とし

て行うことが多いようです。 

8/14（火）    

1 区:大山･青葉上･ 
青葉南･青葉北行政区 

場所：青葉コミュニティーセンター 

手作りのやぐらと地元名士の

生唱＆生演奏が魅力。豪華景品

が当たる 

るかもし 

れない抽 

選会もあ 

ります。 
 

18 時半～ 

雨天時 中止 
18 時～ 

雨天時 8/14 

18 時～ 

雨天時 8/15 
19 時～ 

雨天時 8/15 



 

上記事例以外にも、盆踊りを盛り上げるための多様な工夫や取り組みが全国にあるようです。 
各地区行事を元気にするヒントに、参考にしてみてください！ 

★保存会に会費は無く、盆踊りで必要な

経費は地区財産（山＝共有地）で賄って

いる。地区財産が現代に活かされ地域に

一体感を生んでいる。 

★人口減少や世代交代の課題がついて  

まわる昨今、盆踊りを通して     

多世代をつなぎ、地域交流の     

場づくりに寄与している。 

★保存会では盆踊りの指導だけでなく、

竹の水鉄砲や竹とんぼ作り、さぬき 

うどん打ち、しめ縄作りなど、伝統の

遊びや生活文化を教えるまでに進展。 

★子どもやその親世代の楽しみ 

や学びの場になるだけでなく、 

指導側である年輩者の生きがい 

作りにもなっている。 

★保存会の会員が、子ども達     

の親世代も関心を示し、当初    

の 30 名から 50 名に増えたが、  

高齢化に伴い辞めていく会員もおり、

継続的な伝承の必要性と難しさを痛感

している。 

★子ども達は、昔の優雅で、 

ゆっくりな曲調の盆踊りだけで 

はついてきてくれない。よさこい

や現代風の音頭も取り入れ子ども達が

楽しみながら続けられるよう、時代の

流れに合った継承を心がけている。 

香川県三豊市三野町 

「大見盆踊り保存会」の活動紹介 
「大見盆踊り保存会」は三野町大見地区の公民館を拠点として、

子ども達に昔から伝わる盆踊りを継承し、世代間・地域内連携 

に貢献しています。 

明治から続く盆踊り「まねき」や、大正初期に始まったとされる「地唄（じゅうたい）」は、

かつて盛んに唄い踊られたものでしたが、戦後に途絶え、伝統が引き継がれない状況にあった

ところ、昭和 59 年、当時の公民館長が働きかけ保存会を結成。三野町ではその年から毎年

小学校の校庭で盆踊りを開催しています。その後、伝統芸能を子ども達に伝えていく必要性 

を感じ、盆踊りの歴史とともに、昔の踊りを練習することの大切

さも伝えながら、小学生・幼稚園の全児童に盆踊りの指導を行う

ようになりました。今では子どもだけでなく、3 世代で参加する 

家族も増え、三野町の人口約 1 万人弱のうち、800 名規模の盛況

なお祭りになっています。 

移住事業・交流事業とは？＜10＞  盆踊りの継承活動で世代と地域をつなぐ 

地域へ 
の還元 

波及 
効果 

課題 工夫 

盆踊りや祭りの出店例 

●子ども出店  ●ペットボトルボーリング 

●輪投げ    ●ヨーヨー釣り 

●くじ引き   ●スーパーボールすくい 

●射的     ●シャボン玉コーナー 

●バルーンアート など 

夏祭り+共催イベント例 

●ビンゴ大会 ●笛・太鼓体験会 

●腕相撲大会 ●民謡コンテスト 

●バザー   ●屋外上映会 

●天体観測会 

●流しそうめん大会 など 

 


